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「組織・人材」 の“ありたい姿 ”を目指 して 

～ 未 来 向 き (ま え む き )な 思 考 と 行 動 を 具 体 化 す る 「 組 織 ・ 人 材 」 の 実 現 の た め に ～  

 

 

佐 賀 県 佐 賀 市  深 川  誉 啓  

渡 辺  恵   

舩 山  欣 寿  

 

 

は じ め に  

明 治 維 新 か ら １ ５ ０ 年 目 に あ た る 今 年 （ ２ ０ １ ８ 年 ）、 佐 賀 県 で は 『 肥 前

さ が 幕 末 維 新 博 覧 会 』 が 開 催 さ れ た 。 キ ャ ッ チ コ ピ ー は 、「 そ の 時 、 日 本 は

佐 賀 を 見 て い た 。佐 賀 は 世 界 を 見 て い た 。」こ の 言 葉 の う ち 、“世 界 ”は “未 来 ”

と 言 い 換 え る こ と が で き る だ ろ う 。ま さ に 、過 去 の 延 ⾧ で は な く 、目 指 す べ

き “未 来 ”の 姿 を 持 っ て い た か ら こ そ 、幕 末 期 に 活 躍 し た 佐 賀（ 肥 前 ）を は じ

め と す る 偉 人 た ち は 、 明 治 と い う 新 し い 時 代 を 誕 生 さ せ る こ と が で き た 。  

翻 っ て 現 在 、特 に 地 方 に お い て は 、将 来 に 対 し て 明 る い イ メ ー ジ を 結 び に

く い 状 況 に あ る 。こ の “な り ゆ き の 未 来 ”か ら 脱 却 し 、新 し い 地 域 の 姿 を 自 ら

の 手 で 作 り 上 げ る た め に は 、「 将 来 ど う い う 地 域 に な っ て い た い か 」、「 そ の

た め に ど ん な 組 織・職 員 で あ り た い か 」等 と い っ た “未 来 ”の ビ ジ ョ ン を 持 つ

こ と が 重 要 で あ る だ ろ う 。  

こ の た め 、今 年 度 の 人 材 マ ネ ジ メ ン ト 部 会 を 通 し て 、本 市 の “あ り た い 姿 ”

に つ い て 、 チ ー ム ３ 人 一 丸 と な っ て 「 研 究 」 を 行 っ た 。  

 

 

 

１  ２ ０ 年 後 の 地 域ビ ジ ョ ン  ～ 目 指 す“あ り た い 姿 ”と は ！？～  

本 市 の 「 ２ ０ 年 後 の “あ り た い 姿 ”」 は 、「 組 織 ・ 人 材 」 に 注 視 し た も の と

な っ て い る 。 本 来 、 目 指 す “あ り た い 姿 ”と し て 「 ２ ０ 年 後 の 地 域 ビ ジ ョ ン 」

を 定 め る こ と が 課 題 と さ れ た 中 、本 市 で は 、あ え て「 組 織・人 材 」に 注 視 す

る と こ ろ に 意 義 を 見 出 し た も の で あ り 、 こ こ で は 、 そ の 過 程 に 言 及 す る 。  
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(1) “あり た い 姿 ”の探 求  

本 市 の「 ２ ０ 年 後 の 地 域 ビ ジ ョ ン 」を 考 え る た め 、下 表 の と お り 、対 話

を 中 心 と し た 取 組 を 実 践 し た 。  

 

▶ チ ー ム に お け る 対話  

・ チ ー ム 内 で の 考 え方 の 共 有 、 対 話 に おけ る 「 問 い 」 の 構 築 

・ 主 な 論 点 と し て 、そ も そ も 「 地 域 の ビジ ョ ン 」 と は 何 か ？ 

▶ 対 話 の 対 象 と な る職 員 の 選 定 

・個 人（ チ ー ム ）の 主観 的 な 判 断 に 依 拠 しな い た め 、人 材 育 成担 当 部

署 （ 人 事 課 人 材 育 成係 ） と の 協 議 を も って 選 定  

▶ 職 員 と の 対 話 の 実践  

・対 話 に お い て は 、オー プ ン ク エ ス チ ョ ン と ク ロ ー ズ ド ク エ スチ ョ ン

を 適 宜 使 い 分 け る 等、 対 象 者 の 正 直 か つ率 直 な 「 思 い 」 や 「考 え 」

を よ り 強 く 表 出 で きる 場 づ く り に 留 意 

・ 対 話 の 実 践 の 詳 細に つ い て は 、 別 表 １の と お り  

 

(2) “あり た い 姿 ”の構 築  

こ れ ら の 取 組 を 進 め る 中 で 、価 値 前 提（ バ ッ ク キ ャ ス テ ィ ン グ ）に よ る

思 考 や ド ミ ナ ン ト ロ ジ ッ ク か ら の 転 換（ 過 去 や 前 例 に 過 度 に 囚 わ れ な い 思

考 ）が 重 要 で あ る こ と は 、人 材 マ ネ ジ メ ン ト 部 会 の 幹 事 団 か ら の 指 摘 等 に

よ り 理 解 は で き た も の の 、実 際 の と こ ろ 、そ の 時 々 の 職 務 に 向 き 合 う 私 た

ち 公 務 員 に と っ て 決 し て 容 易 な こ と で は な く 、反 対 に 、ど う し て も 現 状 の

職 務 と 課 題 を 前 提 に “あ り た い 姿 ”を 思 考 し て し ま う と い う 事 実 が 明 ら か

に な っ た 。  

そ の 一 方 で 、対 話 を 通 し て 表 出 し た 職 員 の 数 々 の「 思 い 」や「 考 え 」に

触 れ る こ と が で き 、 そ の 中 で 、  

●「 ２ ０ 年 後 の 地 域 ビ ジ ョ ン 」は 個 々 人 で 異 な る も の の 、こ の よ う に 個 々

人 が 「 思 い 」 や 「 考 え 」 を 持 つ こ と は 決 し て 悪 い こ と で は な い 。  

●逆 に 、 個 々 人 の 未 来 志 向 の 力 強 い 思 考 が 存 在 し て い る 。  

と い う 点 を 知 る こ と が で き た 。 こ れ ら を 基 に チ ー ム 内 で 議 論 し 、  

● 未 来 の「 地 域 ビ ジ ョ ン 」が ど の よ う な も の で あ っ て も 、そ も そ も「 組
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織 ・ 人 材 」 は ビ ジ ョ ン に 向 か う 手 段 と し て 存 在 す べ き で あ る こ と 。  

● 個 々 人 の 地 域 ビ ジ ョ ン が 異 な っ て い て も 、「 組 織・人 材 」の “あ り た い

姿 ”は 普 遍 的 で あ る こ と 。  

● “あ り た い 姿 ”（ 価 値 前 提 ） の 対 象 と し て 、「 組 織 ・ 人 材 」 を 位 置 付 け

る こ と 自 体 に 十 分 な 意 義 が あ る こ と 。  

と い う 気 づ き に 至 っ た 。そ し て 、こ れ ら を 基 礎 に 更 な る 議 論 を 重 ね る こ と

に よ り 、 本 市 の “あ り た い 姿 ”を 、 次 の と お り 構 築 す る こ と が で き た 。  

 

 

① 目 指 し た い 「 地 域 ビ ジ ョ ン 」 を 達 成 で き て い る ２ ０ 年 後  

↓  ～ な ぜ ２ ０ 年 後 に 達 成 で き て い る の か ？ ～  

② 目 指 し た い 「 地 域 ビ ジ ョ ン 」 が 何 か を 共 有 で き る 「 組 織 」 が 存 在  

↓  ～ そ の 「 組 織 」 と は ど の よ う な 状 態 な の か ？ ～  

③ 「 人 材 」（ ＝ 職 員 ） が 同 じ 方 向 を 向 い て い る 「 組 織 」 と し て 確 立  

 

【 ２ ０ 年 後 の 地 域 ビジ ョ ン を 実 現 で き てい な い 】  
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【 ２ ０ 年 後 の 地 域 ビジ ョ ン を 実 現 で き てい る 】  

 

 

こ れ ら を 踏 ま え 、本 市 の 目 指 す “あ り た い 姿 ”と し て「 組 織・人 材 」に 着

眼 し た 。つ ま り 、同 じ 方 向 を 向 い て い る「 組 織・人 材 」を 達 成 す る こ と に

よ り 、そ の 先（ 未 来 ）に「 ２ ０ 年 後 の 地 域 ビ ジ ョ ン 」が 存 在 で き る 。換 言

す れ ば 、「 組 織 ・ 人 材 」 に 着 眼 す る こ と こ そ が 肝 要 と い う こ と で あ る 。  

こ の た め 、 “あ り た い 姿 ”を 、 次 の と お り 定 義 付 け た 。  

 

 

“あ り た い 姿 ” ＝  同じ 方 向 を 向 い て い る「 組 織 ・ 人 材 」  【 普 遍 的 】  

 

 

 

２  「 組 織 ・ 人 材 」の 現 状  ～ “あ り たい姿 ”と 現 状 の Ｇ Ａ Ｐは！ ？ ～  

同 じ 方 向 を 向 い て い る「 組 織・人 材 」を 実 現 す る た め に は 、現 状 の「 組 織 ・

人 材 」を 把 握 し 、そ の 上 で 目 指 す「 組 織・人 材 」の “あ り た い 姿 ”と の ギ ャ ッ

プ を 解 消 ・ 縮 小 す る 取 組 が 必 要 と な る 。  
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(1) 現 状 の 把握 

同 じ 方 向 を 向 い て い る「 組 織・人 材 」を 目 指 す た め の 方 途 や 手 段 を 検 討

す る に 当 た り 、ま ず は 本 市 の 現 状 把 握 と し て 、職 員 と の 対 話 を 行 っ た 。（ 別

表 １ の と お り ）  

こ こ で は 、 対 話 の 対 象 と す る 職 員 を 広 く 選 定 し 、「 問 い 」 を 細 か く 設 定

す る と と も に 、 実 際 の 対 話 に 当 た っ て は 、 前 述 の 「 “あ り た い 姿 ”の 探 求 」

時 と 同 様 に 、「 問 い 」 の 投 げ 方 に 留 意 し 、 対 象 者 の 思 考 が 正 し く 表 出 さ れ

る こ と を 企 図 し た 。ま た 、対 話 か ら 得 た 意 見 を 次 表 の と お り 分 類 す る こ と

に よ り 、本 市 の 職 員（ 個 人 ）や 組 織 の 現 状 や 傾 向 を よ り 詳 細 に 把 握 す る こ

と に 努 め た 。  

 

職 位  
個 人  

組 織  
動 機  行 動  

一 般 職  分 類 ①  分 類 ②  分 類 ③  

管 理 職  分 類 ④  分 類 ⑤  分 類 ⑥  

 

(2) 課 題 の 発見 

「 対 話 」の 対 象 を 、副 市 ⾧ を は じ め 、部 ⾧ 級 等 の 管 理 職 か ら 主 任・主 事

等 の 一 般 職 ま で 幅 広 く 設 定 し た こ と に よ り 、各 々 の 経 験 値 、職 場 環 境 、業

務 内 容 等 の 違 い を も っ て 、さ ま ざ ま な 現 状 を 把 握 す る こ と が で き た 。こ れ

ら の 把 握 し た 現 状 を 基 に チ ー ム 内 で 分 析 し 、次 の と お り 、４ つ の 課 題（ ギ

ャ ッ プ ） に 整 理 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶自分のこと（仕事）だけやっている職員が多い。

▶自分のこと（仕事）をしっかりやっているなら合格点

▶他部署の業務等を「自分事」として捉えていない。

▶“公務員”としての自覚・倫理が欠如している。

▶”責任を持ってやる”という意識が低い。逆に権利意識（のみ）が高くなっている。

①「当事者意識」は浸透している？
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３  方 針 の 体 系  ～「 ２ ０ 年 後 の ビ ジ ョン 」 の 可 視 化 ～ 

以 上 の 過 程 を 経 て 、「 組 織 ・ 人 材 」 の “あ り た い 姿 ”と 、 現 状 把 握 か ら 見 え

た ４ つ の 課 題 に つ い て 、 下 図 の と お り 体 系 化 し た 。  

 

▶余裕があるときはチャレンジできるが、余裕がない（忙しい）とできない。

▶目的を明確に理解できていないため、チャレンジする姿勢にならない。

▶積極的にチャレンジしようとする職員が市役所には少ない。

▶「後押し」する環境がないわけではない。職場（上司を含む。）によって差がある。

▶やらないための選択肢を探している。

▶何のための事業なのか等を共有できていない。（ゴールの提示ができていない。）

▶特に「監督職」が多忙すぎる。

▶そもそも「機能している管理職・監督職」のイメージが統一されていない。

▶実際の「監督職」から（監督職に）なったことに対する否定的意見は少ない。

▶「管理職」が組織（市全体）を見ていない。自分（の部署）至上主義になりがち。

▶ブレない意思（方向性）を裏付ける「目的」が共有・浸透されてない。

▶ブレない意思（方向性）を浸透させる仕組みが正しく活用されていない。

▶「下→上」のベクトルがあらゆる場面で弱い。

▶「上→下」の”建設的なおしゃべり”が成り立っていない。

▶課内、係内では比較的コミュニケーションは良好

※各項目の詳細な内容（現状）は、別表２のとおり

②「チャレンジする姿勢」はある？／
  チャレンジ、ステップアップを「後押し」できている？

③管理職・監督職は機能している？／
  全体にブレない意思が正しく共有されている？

④自分の意見を正しく言えている？／
  風通しがよい・建設的な”おしゃべり”がある？
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さ ら に 、課 題 と す る ４ つ の 課 題 の う ち ３ つ に つ い て 、「 組 織・人 材 」の “あ

り た い 姿 ”へ と 向 か う 各 段 階（ ● 年 後 ）の 状 態 を 取 組 の 道 標 と し て 構 築 し た 。  

ま た 、 こ の 各 段 階 の 状 態 を 構 築 す る に 当 た り 、「 ③ 管 理 職 ・ 監 督 職 」 に つ

い て は 、他 の 課 題 と の 連 動 性（ 関 連 性 ）を 特 に 意 識 し た 整 理 を 行 う と と も に 、

段 階 設 定 に つ い て も 「 ８ 年 後 」 の 設 定 を 行 っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段階 ①当事者意識 ②チャレンジ／後押し ③管理職・監督職

８年後

☞若い管理職・監督職が活躍している。

☞”ありたい姿”の監督職が多い。

☞監督職に対する魅力が高い。

５年後

☞他部署の業務等も含め「自分事」とし

 て改善策を提案（積極的に協力）して

 いる。

☞自信をもってチャレンジを言える。

☞チャレンジした結果を成否に関わら

 ず、堂々と説明できる。

☞監督職の「あるべき姿」のイメージが

 統一されている。

☞「やらない決断＝当然」との雰囲気が

 浸透している。

３年後

☞他部署の業務等も意識しつつ、余裕の

 ある業務遂行ができている。

☞他部署の事業目的を理解している。

☞各職員が係員の想いを認識している。

☞成果を意識した行動が現れている。

☞チャレンジの姿勢を否定されない。

☞全業務の「質・量」を把握している。

☞監督職の「あるべき姿」が議論されて

 いる。

１年後

☞他の職員と十分に関わり合っている。

☞他の職員からの依頼等に誠実に対応し

 ている。

☞施策の成果指標が浸透している。

☞事業目標を各職員が理解している。

☞日常的におしゃべり・対話している。

③

③

④

① ② ②
④ 風通しがよい・建設的な

”おしゃべり”がある

当事者意識が

浸透している

チャレンジする姿勢
が浸透している

チャレンジ、ステップアップ

の後押しができている

《２０年後のビジョン》

全体にブレない意思が

正しく共有されている

同じ方向を向いている「組織」
《普遍的》

管理職・監督職が
機能している

自分の意見を

正しく言える

地域ビジョン
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４  ア ク シ ョ ン プ ラン の 組 成  

(1) タ ー ゲ ット の 発見 に 至 る 過 程  

次 に 、具 体 的 な 取 組 方 針（ ア ク シ ョ ン プ ラ ン ）を 策 定 す る た め 、更 な る

対 話 に よ る 現 状 の 深 掘 り 、幹 事 団 と の 対 話 、部 会 経 営 セ ミ ナ ー（ ※ ）へ の

参 加 等 を 通 じ て 、問 題 点 の 所 在 や カ ギ と な る ポ イ ン ト に つ い て 、チ ー ム 内

に お い て 話 し 合 い 、そ の 結 果 、特 に 重 要 な 気 づ き や 課 題 と し て 、以 下 の 点

を 導 き 出 し た 。  

※ 早 稲 田 大 学 マ ニ フ ェ ス ト 研 究 所 人 材 マ ネ ジ メ ン ト 部 会 経 営 セ ミ ナ ー 2018 秋 期  

「 働 き 方 改 革 か ら 組 織 経 営 の 本 質 を 考 え る 」（ 2018.11.16（ 金 ） 開 催 ）  

 

▶ 組 織 に お い て 、経営 管 理 層（ 経 営 者・管 理 職 ）と 現 場 実 務 層（ 監 督 職 ・

担 当 職 ） に は 、 大 きな 役 割 の 違 い が あ る。  

▶ そ れ ら の 役 割 が 十 分 に 理 解 さ れ ず 、 か つ 、 実 行 さ れ て い な い こ と が 組

織 の 不 活 性 化 の 要 因で あ る 。  

▶ 組 織 の 活 性 化 の た め に は 、 管 理 職 が 重 要 な 役 割 を 担 う と と も に 、 経 営

管 理 層 と 現 場 実 務 層の 橋 渡 し 役 （ ≒ 課 ⾧補 佐 ） も 有 用 性 を 持つ 。  

▶ 担 当 職 （ 主 事 ・ 主 任 ） に は 、「 管 理 職 」 や 「 監 督 職 」 に 対 す る “憧 れ ”

は ほ と ん ど な い 。 特に 、「 監 督 職 」 に 対 する イ メ ー ジ が 悪 い 。 

▶ 若 い 担 当 職 （ 主 事 ） に は 、 業 務 に 対 す る 熱 意 や 監 督 職 （ 係 ⾧ ） へ の 高

い 信 頼 が あ り 、 ま な ざ し が 輝 い て い る （ キ ラ キ ラ し た 目 を 有 す る ） 者

も い る 。 し か し 、 年 次 を 経 る 中 、 “何 ら か ”の タ イ ミ ン グ や き っ か け に

よ り 、組 織 の 現 状 に対 す る 一 種 の “諦 め 感 ”が 発 生 し 、将 来 に対す る “希

望 ”が 奪 わ れ て い る 状況 が 見 受 け ら れ る 。 

 

こ れ ら の 点 か ら 、「 組 織 」の 中 に お け る「 人 材 」と し て は 、「 管 理 職 」の

重 要 性 を 認 識 し つ つ も 、そ の 手 前 に 位 置 す る「 監 督 職 ＝ 係 ⾧ 」が 重 要 な ポ

イ ン ト に な る の で は な い か と の 考 え に 至 っ た 。  

こ の 理 由 を 明 確 に す る た め 、 以 下 に 考 察 を 加 え て み る 。  

そ れ ま で は 一 担 当 職 員 で あ っ た 者 が 「 係 ⾧ 」 と な っ た 日 を 境 に 、「 ⾧ 」

と い う 肩 書 の 下 、係 業 務 の 責 任 と 権 限 を 付 与 さ れ 、議 会 を は じ め と す る 庁

内 外 の 対 応 を 強 い ら れ る 。 業 務 の 質 量 は 当 然 の こ と な が ら 、 人 間 （ 職 員 ）

関 係 の 調 整 を 含 む さ ま ざ ま な 問 題 や 変 化 へ の 対 応 が 求 め ら れ る よ う に な
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る 。 ま た 、 こ う し た 状 況 が 表 出 し て い る の か 、 結 果 と し て 、「 係 ⾧ 」 に は

『 多 忙 で 責 任 が 重 い 。 そ の 割 に 給 料 は 変 わ ら な い 。』 と い う 悪 い イ メ ー ジ

が 定 着 し て い る 。  

人 材 マ ネ ジ メ ン ト 部 会 や 経 営 セ ミ ナ ー に お い て も 、「 管 理 職 」 の 重 要 性

が 唱 え ら れ て い る が 、 一 般 的 な キ ャ リ ア （ 職 員 と し て の ス テ ッ プ ア ッ プ ）

と し て は 、「 管 理 職 」 に な る 前 に 必 ず 「 監 督 職 」 を 経 験 す る 。  

こ う し た「 監 督 職 」の 先 に「 管 理 職 」が あ る こ と を 勘 案 す る と 、組 織 に

と っ て 重 要 な 役 割 を 担 う「 管 理 職 」へ の テ コ 入 れ（ 佐 賀 市 が 必 要 と す る「 管

理 職 」の 確 立 ）を 図 る た め に は 、そ の 前 に 位 置 す る「 監 督 職 」へ の ア プ ロ

ー チ が 効 果 的 な の で は な い か 、 さ ら に は 、「 監 督 職 」 へ の 急 激 な 変 化 に 対

応 し 得 る 耐 性 を 培 う た め に は 、「 監 督 職 」 に な る 少 し 前 の 職 員 「 プ レ 監 督

職 」 へ の ア プ ロ ー チ も 同 等 に 有 効 で は な い か 。  

 

(2) ア プ ロ ーチ の 検討  

で は 、「 監 督 職 」 と 「 プ レ 監 督 職 」 を タ ー ゲ ッ ト と し た 取 組 の 方 途 ・ 手

段 （ ア プ ロ ー チ ） に つ い て は ど う か 。  

職 員 と の 対 話 の 中 で 、「 研 修 」と い う 言 葉 が 度 々 出 て き た 。こ の「 研 修 」

に 対 す る 考 え 方 と し て 、あ る 職 員 は「 現 行 の 研 修 内 容 等 に 満 足 し て い な い 」、

別 の 職 員 は「 本 市 の 研 修 制 度 の メ ニ ュ ー の 豊 富 さ や 内 容 は 評 価 で き る 」と

い う よ う に 双 極 の 意 見 が 存 在 し た 。  

こ の 点 か ら 、本 市 は 他 市 町 村 と 比 較 し て「 研 修 」と い う 充 実 し た “武 器 ”

を 有 し て い る も の の 、こ の “武 器 ”に は 研 磨 す る 余 地 が あ る と の 考 え を 導 き

出 す こ と が で き た 。  

折 し も 、本 市 の 人 材 育 成 担 当 部 署（ 人 事 課 人 材 育 成 係 ）で は 、今 年 度 か

ら「 人 材 育 成 基 本 方 針 」の 改 定 プ ロ ジ ェ ク ト を 発 足 さ せ て お り 、同 方 針 に

は 研 修 制 度 の 位 置 付 け も あ る こ と か ら 、「 研 修 」 を ア プ ロ ー チ の 一 つ と し

て 検 討 す る に は 、 正 し く 適 時 適 当 と 判 断 で き る 状 況 に あ っ た 。  

 

(3) タ ー ゲ ット ＆ アプ ロ ー チ の 確 立 

 

【 タ ー ゲ ッ ト 】 監 督職  ＆  プ レ 監 督 職 の職 員  

【 ア プ ロ ー チ 】 研 修  ～ 職 場 外 研 修 （ Off-JT）・ 職 場 研 修 （ OJT） ～  
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(4) ア ク シ ョン プ ラン の 前 提 条 件  

本 市 で は 、今 年 度 か ら 人 材 マ ネ ジ メ ン ト 部 会 に 参 加 し た こ と も あ り 、次

年 度 以 降 に お け る 取 組 の 継 続 性 や 連 続 性 等 に つ い て 全 く 知 見 を 有 し て い

な い 状 況 に あ っ た 。こ の た め 、部 会 に 参 加 す る 他 団 体 の 取 組 状 況 等 に つ い

て 、「 マ ネ 友 」 と の 対 話 を 通 じ て 把 握 す る こ と と し た 。  

こ れ ま で に 参 加 を 重 ね て き た 団 体 が 多 く あ る 中 、前 年 度 ま で の 取 組 を 認

識 し て い な い 団 体（ も ち ろ ん 、あ え て 前 年 度 を 認 識 し て い な い 、差 別 化 を

図 る た め の 団 体 も あ る だ ろ う が 。） や 一 種 マ ン ネ リ 化 し た 雰 囲 気 を 有 す る

団 体 が 見 受 け ら れ た 。  

こ の 点 か ら 、本 市 に お け る ア ク シ ョ ン を 参 加 年 度 の み の 一 過 的 か つ 単 発

的 な も の と す る こ と は 、「 組 織 ・ 人 材 」 の “あ り た い 姿 ”の 実 現 に と っ て 決

し て 有 用 で は な い 。ま た 反 対 に 、人 材 マ ネ ジ メ ン ト 部 会 へ の 参 加 経 験 年 数

が 、ア ク シ ョ ン の 質 の 向 上 に 必 ず し も 比 例 す る も の で も な い と の 認 識 に 至

っ た 。  

こ の 結 果 、ア ク シ ョ ン プ ラ ン に 取 り 組 む 前 提 条 件 を 、次 の と お り 設 定 し

た 。  

 

単 発 的 で は な い ・ ダラ ダ ラ し な い  ＝  連続 的 か つ 時 限 的 な アク シ ョ ン  

↓ 

『人材マネジメント部会３か年プラン』
宣言 

 

 

(5) ア ク シ ョン プ ラン の 構 築  

以 上 の 内 容 を 踏 ま え 、本 市 の 今 年 度 の ア ク シ ョ ン プ ラ ン を 、次 の と お り

定 め た 。  

な お 、今 年 度 は 、職 員 へ の 対 話 や チ ー ム 内 に お け る 対 話 に 時 間 を 割 い た

こ と か ら 、具 体 的 な 取 組（ ア ク シ ョ ン ）は 不 十 分 で あ っ た 。未 着 手 内 容 に

つ い て は 、 今 後 の 課 題 と し て 取 り 組 ん で い く こ と と し た い 。  
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５  ア ク シ ョ ン プ ラン の 具 体 化  ～ 結 び に 代 え て ～  

(1) 具 体 化 に向 け て 

佐 賀 市 で は 、 人 材 ・ 組 織 マ ネ ジ メ ン ト の た め 、「 研 修 」 を は じ め と す る

複 数 の 手 段 （「 人 事 評 価 」、「 事 務 事 業 評 価 」、「 職 員 提 案 制 度 」 等 ） を 有 し

て い る 。  

た だ し 、こ れ ら の 手 段 が 本 来 の 目 的 を 達 成 で き て い る か に つ い て は 疑 問

が 残 る 。近 年 の 社 会 情 勢 の 変 化 や 行 政 ニ ー ズ の 多 様 化 に 伴 い 、市 役 所 内 に

お い て も 職 員 や 機 構 の 構 成 等 が 変 化 し て い る 中 、手 段 の 有 用 性 は 常 に 意 識

さ れ る べ き で あ る 。  

つ ま り 、 こ う し た 変 化 に 対 し て 、「 手 段 」 は 絶 え ず 見 直 さ れ 、 更 に は 新

た な 「 手 段 」 の 構 築 も 絶 え ず 検 討 さ れ る べ き と 考 え る 。  

本 市 は 、同 じ 方 向 を 向 い て い る「 組 織・人 材 」を 実 現 す る た め の 手 段（ ア

プ ロ ー チ ） と し て 、「 研 修 」 に 意 義 を 見 出 し た と こ ろ で あ り 、 次 年 度 以 降

は 、人 材 育 成 担 当 部 署 や 多 数 の 職 員 等 と 研 究 を 重 ね 、深 掘 り を 継 続 し 、そ

し て 実 践 し て い く こ と で 、佐 賀 市 全 体 の 変 化 を 創 出 し て い き た い と 考 え て

い る 。  

 

(2) 具 体 化 に向 け た提 案  

 

▶ 具 体 的 な 取 組  ／  ☞ 方 向 性 （ ね ら い ） 

▶ 監 督 職 に 向 け た アプ ロ ー チ 研 修 の 新 設 

☞ プ レ 監 督 職 に 対 する 監 督 職 に 向 け た “準備 ”機 会 を 提 供 ！ 

 

▶ 年 次 別 研 修 の 内 容・ 構 成 の 見 直 し 

☞ 同 一 採 用 年 次 に おけ る 年 齢 構 成 の 不 均衡（ 採 用 対 象 年 齢 の引 上 げ 、民 間

経 験 採 用 枠 の 設 置 等に よ る ）を 念 頭 に し た 、年 次 別 研 修 の 目的・効 果 を

明 確 化 ！  

 

▶ 受 講 者 ア ン ケ ー トに よ る 研 修 に 対 す る本 音（ 研 修 へ の 評 価 ）を 引 き 出 す

仕 掛 け づ く り 

▶ 研 修 プ ロ グ ラ ム の棚 卸 し （ 有 用 な 研 修と 役 目 を 終 え た 研 修の 取 捨 選 択 ） 

☞ 職 員 の ニ ー ズ に 合致 し た 研 修 プ ロ グ ラム の 見 直 し 機 会 を 創出 ！  
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▶ 省 庁 派 遣 者 に よ る報 告 会 の 実 施 

☞ 省 庁 派 遣 研 修 の フィ ー ド バ ッ ク の 場 を設 け 、貴 重 な（ 毎 年 １～ 数 名 の み

の ） 経 験 、 知 見 等 を組 織 全 体 へ 還 元 す る機 会 を 創 出 ！ 

 

▶ 職 員 の モ チ ベ ー シ ョ ン や 適 性 に 応 じ て 、 職 場 と マ ッ チ ン グ す る た め の

「 庁 内 就 活 」の 実 施（ 各 々 の 部 署 に よ る 所管 事 業 等 に 係 る 説 明と 意 見 交

換 の 場 ）  

☞ 今 後 の キ ャ リ ア を描 く た め の 機 会 を 創出 ！  

☞ 他 の 部 署 を 具 体 的に 把 握 す る 機 会 や 材料 を 提 供 ！ 

 

▶ 事 業 の ス ク ラ ッ プを “是 ”と す る 雰 囲気を 浸 透 さ せ る “反 復”研 修 の 創 設 

☞「 や ら な い 決 断 」は当 た り 前 ！ ！（ ス クラ ッ プ ＆ ス ク ラ ッ プ の み な ら ず 、

ビ ル ド ＆ ス ク ラ ッ プも 含 む ！ ） 

 

▶ 企 画 ・ 財 政 部 門 の若 手 職 員 に よ る 若 手職 員 向 け 研 修 の 実 施 

▶ 経 営 戦 略 会 議 、 予算 編 成 （ 例 ： 三 役 査定 ） 等 の 傍 聴 会 の 実施  

☞ 総 合 計 画 、予 算 編成 、議 会 対 応 、経 営戦 略 会 議 等 の 行 政 運営 に お い て 習

得 す べ き 基 礎 的 情 報を 学 ぶ 機 会 を 拡 大 ！（当 該 部 署 に 配 属 さ れた 職 員 等

の 一 部 の 者 に 限 定 され な い 仕 組 み を 構 築！ ）  

☞ 若 手 職 員 同 士 に よる 忌 憚 の な い 意 見 交換 の 場 を 創 出 ！ 

 

▶ 有 志 職 員 に よ る 自主 的 な 勉 強 会 を “後 押し ”す る 仕 組 み の 構 築 

☞ 現 在 実 施 さ れ て いる “草 の 根 的 ”な 動きを 組 織 改 革 の 一 助 に！   
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【 別 表 １ 】 活 動 （ 対 話 ） の 履 歴  

月 日  内 容  対 象 者 等  時 間  

04/27 ★ 人 材 マ ネ ジ メ ン ト 部 会 （ 第 １ 回 研 究 会 ）  チ ー ム  6.0ｈ  

05/08 ・現 状 把 握 の き っ か け と し て ３ ０ 年 前 の 状 況

を 知 る た め の 対 話 方 法 に つ い て 議 論  

・ イ ン タ ビ ュ ー 対 象 者（ 副 市 ⾧ １ 人 、部 ⾧ １

人 ） と イ ン タ ビ ュ ー 項 目 を 決 定  

チ ー ム  3.0ｈ  

05/16 ・ ３ ０ 年 前 の 現 状 把 握 の た め 、 ヒ ト ・ 情 報 ・

関 係 の 要 素 を 中 心 に 対 話  

部 ⾧ １ 名  2.0ｈ  

05/17 ・ ３ ０ 年 前 の 現 状 把 握 の た め 、 ヒ ト ・ 情 報 ・

関 係 の 要 素 を 中 心 に 対 話  

副 市 ⾧ １ 名  2.0ｈ  

05/21 

05/22 

★ 人 材 マ ネ ジ メ ン ト 部 会 （ 第 ２ 回 研 究 会 ）  チ ー ム  11.0ｈ  

06/13 ・第 ２ 回 研 究 会 を 踏 ま え て の 振 返 り と 今 後 の

取 組 方 法 等 に つ い て 議 論 。対 話 方 法 を 各 メ

ン バ ー で 検 討 の う え 、再 度 議 論 の 場 を 設 定

す る こ と を 決 定  

チ ー ム  3.0ｈ  

06/28 ・ 対 話 の 内 容 に つ い て 検 討 ・ 協 議  チ ー ム  3.0ｈ  

07/04 ・ 対 話 の 内 容 に つ い て 検 討  

・ 人 事 課 へ の ア ク シ ョ ン （ 取 組 ） の 方 向 性 に

つ い て の 確 認  

・ イ ン タ ビ ュ ー 項 目 は 、 約 ４ ０ 項 目 と し 、 個

人 （ 動 機 、 行 動 ） と 組 織 の 分 類 に よ り 策 定  

チ ー ム  3.0ｈ  

07/05 ・ 人 事 課（ 人 材 育 成 担 当 ） へ 対 話 に 向 け た 取

組 の 方 向 性 に つ い て 相 談  

・ 対 話 の 対 象 者 選 定 に つ い て 依 頼  

人 事 課  1.0ｈ  

07/10 

07/11 

07/12 

07/13 

07/18 

・「 組 織 ・ 人 材 」 の 現 状 の 把 握 に 向 け た 職 員

と の 対 話 の 実 践  

・ 対 話 に お け る 主 な 質 問 項 目  

☞ 個 人 の 動 機 ： 仕 事 の 目 的 、 や り が い 等  

☞ 個 人 の 行 動 ： 総 合 計 画 、 成 果 指 標 の 認  

識 レ ベ ル 、 相 談 相 手 等  

☞ 組 織 の 活 動：各 部 署 の マ ネ ジ メ ン ト の 度

合 い 、意 思 決 定 方 法 、人 事

異 動 、研 修 、人 事 評 価 へ の

部 ⾧ ３ 名  

課 ⾧ ３ 名  

主 幹 １ 名  

主 査 ３ 名  

主 任 ３ 名  

主 事 ４ 名  

17.0ｈ  
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満 足 度 、会 議 や コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン の 頻 度 等  

07/26 ★ 人 材 マ ネ ジ メ ン ト 部 会 （ 第 ３ 回 研 究 会 ）  チ ー ム  6.0ｈ  

07/30 ・ 研 究 テ ー マ に 関 す る こ れ か ら の 取 組（ ア プ

ロ ー チ ） に つ い て 議 論  

・ 対 話 の 対 象 を 係 ⾧ に 限 定 す る こ と を 決 定  

チ ー ム  2.0ｈ  

08/07 

08/08 

08/10 

・ 各 人 が 描 く ２ ０ 年 後 の 地 域 の あ り た い 姿 、

そ れ を 実 現 し て い る 職 員 ・ 組 織 の 姿 、 そ こ

か ら 遡 る ５ 年 後 、３ 年 後 の あ り た い 姿 に つ

い て 対 話  

係 ⾧ ５ 名  8.0ｈ  

08/15 ・ 対 話 の 内 容 の 振 り 返 り  

・ 夏 期 合 宿 に 向 け た 取 り ま と め （ 素 案 作 成 ） 

チ ー ム  4.0ｈ  

08/17 ・ 夏 期 合 宿 に 向 け た 内 容 の 深 掘 り  チ ー ム  1.5ｈ  

08/23 

08/24 

★ 人 材 マ ネ ジ メ ン ト 部 会 （ 夏 期 合 宿 ）  

 ※ 中 止  

チ ー ム  ―  

09/12 ・ フ ィ ー ド バ ッ ク 動 画 （ 他 団 体 分 を 含 む 。）

の 視 聴 を 行 い 、新 た な 気 付 き や 今 後 の 方 向

性 に つ い て 議 論  

・ 現 状 の 深 掘 り を 再 度 行 う こ と を 決 定  

チ ー ム  3.5ｈ  

09/19 

09/20 

09/21 

・「 組 織 ・ 人 材 」 の 現 状 に つ い て 更 な る 対 話

の 実 施 （ 深 掘 り ）  

係 ⾧ ４ 名  4.0ｈ  

09/27 ・ 他 団 体 （ 佐 賀 県 ） と の 意 見 交 換  マ ネ 友  4.0ｈ  

10/01 ・ 更 な る 対 話  

・ 合 宿 シ ー ト の 修 正 等 に つ い て 議 論  

チ ー ム  2.0ｈ  

10/03 

10/05 

・「 組 織・人 材 」に 係 る 担 当 部 署（ 人 事 部 門 ・

機 構 改 編 部 門 の 監 督 職 ） と の 対 話  

係 ⾧ ２ 名  2.0ｈ  

10/11 ・ 更 な る 対 話  

・ ア ク シ ョ ン プ ラ ン の 方 向 性 に つ い て 議 論  

チ ー ム  2.0ｈ  

10/18 

10/19 

10/24 

・ ア ク シ ョ ン プ ラ ン （ 案 ） の 作 成  チ ー ム  12.0ｈ  

10/26 ★ 人 材 マ ネ ジ メ ン ト 部 会 （ 第 ４ 回 研 究 会 ）  チ ー ム  6.0ｈ  

11/16 ☆ 人 材 マ ネ ジ メ ン ト 部 会 （ 経 営 セ ミ ナ ー ）  チ ー ム  3.5ｈ  
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01/11 

01/17 

01/18 

・ 第 ５ 回 に 向 け た 取 組 の 取 り ま と め  チ ー ム  5.0ｈ  

01/24 

01/25 

★ 人 材 マ ネ ジ メ ン ト 部 会 （ 第 ５ 回 研 究 会 ）  チ ー ム  9.5ｈ  

02/08 ・ 人 事 課（ 人 材 育 成 担 当 ） へ の フ ィ ー ド バ ッ

ク と 今 後 の 取 組 の 方 向 性 の す り 合 わ せ  

人 事 課  2.0ｈ  

02/12 ・ 人 事 課 と の 協 議 内 容 の 復 習  

・ 共 同 論 文 の 作 成 に 向 け た 対 話  

チ ー ム  1.0ｈ  

02/19 ・ 共 同 論 文 の 作 成 に 向 け た 対 話  チ ー ム  2.0ｈ  

03/06 ・ 共 同 論 文 の 推 敲  チ ー ム  3.0ｈ  

03/12 ・ 共 同 論 文 の 推 敲  チ ー ム  2.0ｈ  

03/12 ・人 事 課 ⾧ へ の フ ィ ー ド バ ッ ク と 次 年 度 の 取

組 の 方 向 性 の 共 有  

人 事 課 ⾧  1.5ｈ  

03/14 ★ 共 同 論 文 の 提 出  チ ー ム  ―  

計  137.5ｈ  

 

 

【 別 表 ２ 】 ４ つ の 課 題 （ 詳 細 版 ）  

① 「 当 事 者 意 識 」 は浸 透 し て い る ？ 

▶ 自 分 の こ と （ 仕 事 ） だ け や っ て い る 職員 が 多 い 。 

▶ 自 分 の こ と （ 仕 事 ） を し っ か り や っ てい る な ら 合 格 点 

☞ 自 分 の 仕 事 で 精 一 杯 。 自 分 の こ と を し っ か り や っ て い る な ら 合 格 点 。  

☞ 昔 に 比 べ て 仲 間 意 識 が 薄 れ て き て い る 。「 お 互 い 様 」の 意 識 が 希 薄 化 し

て い る 。  

▶ 他 部 署 の 業 務 等 を 「 自 分 事 」 と し て 捉え て い な い 。 

☞ や る 必 要 性 （ 目 的 ） を 感 じ な い 。 何 の た め に や っ て い る か が 分 か ら な

い 。  

☞ 自 分 自 身 が 必 要 性 を 理 解 で き て い な い 。（ 例 ：「 市 民 の た め 」 な ど ）  

▶ “公 務 員 ”と し て の自 覚 ・ 倫 理 が 欠 如 し て い る 。  

▶ ”責 任 を 持 っ て や る ”と い う 意 識 が 低 い 。 逆 に 権 利 意 識 （ の み ） が 高 く な

っ て い る 。 

☞ 「 や る 」 こ と に 対 す る 明 確 な 指 標 （ 評 価 方 法 ） が な い 。  

☞ 「 や る 」 こ と の 評 価 基 準 を 低 く 設 定 し て い る 。  
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② 「 チ ャ レ ン ジ す る姿 勢 」 は あ る ？ ／ 

  チ ャ レ ン ジ 、 ステ ッ プ ア ッ プ を 「 後押 し 」 で き て い る ？ 

▶ 余 裕 が あ る と き は チ ャ レ ン ジ で き る が 、 余 裕 が な い （ 忙 し い ） と で き な

い 。  

☞ 労 力 （ 上 司 等 へ の 説 明 、 他 課 折 衝 等 ） に 見 合 わ な い 。  

☞ 周 囲 や 他 人 の 目 を （ 過 剰 に ） 気 に す る 傾 向 に あ る 。  

☞ で き な い 理 由 を 口 に す る 。  

▶ 目 的 を 明 確 に 理 解 で き て い な い た め 、チ ャ レ ン ジ す る 姿 勢に な ら な い 。  

☞ 目 的 を 意 識 で き る 場 合 、 そ れ に 近 づ く 手 段 に は チ ャ レ ン ジ で き る 。  

▶ 積 極 的 に チ ャ レ ン ジ し よ う と す る 職 員が 市 役 所 に は 少 な い。  

☞ 外 部 か ら の 刺 激 や 背 中 の 後 押 し が あ れ ば チ ャ レ ン ジ す る 姿 勢 に な る 。  

☞ チ ャ レ ン ジ す る た め に も 、 基 本 的 な 知 識 の 習 得 が 重 要 で あ る 。  

☞ そ も そ も 市 役 所 を 選 択 し た 動 機 （ 安 定 志 向 ） に 派 生 す る も の か も し れ

な い 。  

▶「 後 押 し 」す る 環境 が な い わ け で は ない 。職 場（ 上 司 を 含む 。）に よ っ て

差 が あ る 。 

☞ ほ と ん ど が 「 後 押 し 」 す る は ず 。 た だ し 、 フ ォ ロ ー 体 制 が 整 っ て い る

か が 不 安 。（ 職 場 間 の 「 差 」 は 、 余 裕 の 多 寡 に よ る か ？ ）  

▶ や ら な い た め の 選 択 肢 を 探 し て い る 。 

☞ リ ス ク 管 理 は 必 要 だ が 、最 初 か ら の ダ メ 出 し が あ る 。（ 完 全 な 成 功 は な

い の に 。）  

☞ 失 敗 を 失 敗 と 言 え な い 。 失 敗 を 忌 み 嫌 う 雰 囲 気 が あ る 。  

▶ 何 の た め の 事 業 な の か 等 を 共 有 で き てい な い 。（ ゴ ー ル の 提示 が で き て い

な い 。）  

☞ 目 的 を 伝 え き れ ず 、 チ ャ レ ン ジ す る 機 会 創 出 の ア シ ス ト が で き て い な

い 。  

☞ 目 的 が 共 有 さ れ な い た め 、 チ ャ レ ン ジ す る 姿 勢 が イ レ ギ ュ ラ ー に 感 じ

ら れ る 。  

③ 管 理 職 ・ 監 督 職 は機 能 し て い る ？ ／ 

  全 体 に ブ レ な い意 思 が 正 し く 共 有 され て い る ？ 

▶ 特 に 「 監 督 職 」 が 多 忙 す ぎ る 。 

☞ （ 一 般 職 か ら ） 監 督 職 は 「 大 変 そ う 、 忙 し そ う 、 メ リ ッ ト が な い 」 と

思 わ れ が ち 。  

☞ （ 監 督 職 自 身 か ら ） 職 責 に 見 合 っ た 働 き を し な い 監 督 職 が い る と の 意

見 も あ る 。  
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☞ マ ネ ー ジ ャ ー ≦ プ レ イ ヤ ー の 状 態 で あ り 、 周 り （ 係 員 等 ） へ の ケ ア が

不 十 分 。  

☞「 管 理 職・監 督 職 」に 就 く こ と を 切 望（ 想 像 を 含 む 。）す る 一 般 職 は 少

な い 。  

☞ 係 が 小 規 模 で あ る が ゆ え に 、 プ レ イ ヤ ー に な ら ざ る を 得 な い 状 況 に あ

る 。（ ※ 一 方 で 、係 は 小 規 模（ ＝ 係 員 が 少 数 ）で あ る 方 が よ い と の 意 見

も あ る 。）  

☞ マ ネ ジ メ ン ト を 理 由 と し た 人 事 ・ 組 織 改 編 が 、 実 際 は 場 当 た り 的 で あ

る た め 、 結 果 と し て 監 督 職 を マ ネ ー ジ ャ ー ≦ プ レ イ ヤ ー の 状 態 に し て

い る 。  

▶ そ も そ も 「 機 能 し て い る 管 理 職 ・ 監 督 職 」 の イ メ ー ジ が 統 一 さ れ て い な

い 。  

☞ 多 忙 な 係 ⾧ は 消 極 的 評 価 で あ る が 、 暇 そ う な 係 ⾧ も 消 極 的 評 価 。  

▶ 実 際 の 「 監 督 職 」 か ら （ 監 督 職 に ） な っ た こ と に 対 す る 否 定 的 意 見 は 少

な い 。  

☞ な っ た 上 で 理 解 で き る 感 覚 や 経 験 、 見 え て く る 部 分 も あ る 。  

☞ 誰 か が や る な ら ば 自 分 が や っ た 方 が マ シ と の 意 見 も あ る 。  

▶ 「 管 理 職 」 が 組 織 （ 市 全 体 ） を 見 て い な い 。 自 分 （ の 部 署 ） 至 上 主 義 に

な り が ち 。 

☞ 本 来 の「 経 営 」が 浸 透 し て い な い 。「 取 締 役 」で は な く「 支 店 ⾧ 」に な

っ て い る 。  

▶ ブ レ な い 意 思 （ 方 向 性 ） を 裏 付 け る 「目 的 」 が 共 有 ・ 浸 透さ れ て な い 。  

☞ 何 を 目 指 し て い る の か が 分 か ら な い 場 面 に 遭 遇 し が ち 。  

☞ 組 織 で は な く 、個 人 の「 意 思 」が 指 示 化 。（ 本 来 の「 上 意 下 達 」で は な

い 。）  

☞ 課 ⾧ 以 上 に お け る 「 組 織 の 意 思 」 決 定 が 曖 昧 で 、 そ も そ も の 軸 の 幅 が

大 き い 。  

☞ 曖 昧 な 指 示 を 部 下 に 伝 達 す る こ と が 大 変 。（ 既 に ブ レ て い る た め 。）  

☞「 手 段 の 目 的 化 」が 横 行 し て い る 。「 や る こ と 」絶 対 主 義 に な り が ち な

傾 向 。  

▶ ブ レ な い 意 思（ 方向 性 ）を 浸 透 さ せ る仕 組 み が 正 し く 活 用さ れ て い な い 。 

☞ 事 務 事 業 評 価 が 形 骸 化 し て い る 。 経 営 戦 略 会 議 が 単 な る 会 議 に な っ て

い る 。  

④ 自 分 の 意 見 を 正 しく 言 え て い る ？ ／ 

風 通 し が よ い ・ 建 設的 な ”お し ゃ べ り”があ る ？  
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▶ 「 下 → 上 」 の ベ クト ル が あ ら ゆ る 場 面で 弱 い 。  

☞ 上 司 は 部 下 に 「 風 通 し よ く 」 意 見 を 言 う も の の 、 部 下 か ら の 意 見 は 受

け 付 け な い 。  

☞ 眉 間 に シ ワ が 寄 っ て い て 話 し か け ら れ な い 。 忙 し す ぎ て 話 し か け ら れ

な い 。  

☞ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 に 欠 け る 職 員 が 増 え て い る 。  

▶ 「 上 → 下 」 の ”建 設的 な お し ゃ べ り ”が 成り 立 っ て い な い 。 

☞ 「 言 わ ず と も 察 せ 」、「 以 心 伝 心 」 が 要 求 さ れ 、 結 果 的 に 方 向 性 が 瓦 解

し て い る 。  

☞「 内 容 を 話 す 」こ と が 目 的 と な り 、「 方 向 性 を 伝 え る 」こ と が な さ れ て

い な い 。  

▶ 課 内 、 係 内 で は 比 較 的 コ ミ ュ ニ ケ ー ショ ン は 良 好 

☞ 良 好 で あ る も の の 、係 の 細 分 化 で セ ク シ ョ ナ リ ズ ム が 頻 発 し が ち 。（ 行

政 特 有 の 縦 割 り 社 会 は 一 定 程 度 や む な し 。）  
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あ と が き  ～ 参 加 者個 々 人 の 思 い を 綴 る ～  

 

佐 賀 市  企 画 調 整 部  企 画 政 策 課  係 ⾧ 《 深 川  誉 啓 》  

 

『 あ な た に と っ て の 人 材 マ ネ ジ メ ン ト 部 会 と は … 』  

第 ４ 回 研 究 会 で の こ の 問 い に 、私 は『 た だ ひ た す ら に 、さ ま ざ ま に 考 え を

め ぐ ら し た 場 で あ っ た 』 と 答 え た こ と を 覚 え て い る 。  

そ れ ま で も 、事 あ る ご と に 本 市 の 組 織 の あ り 様（ 抱 え る 課 題 や 望 む 姿 ）に

つ い て は 考 え て き た つ も り だ っ た が 、今 年 度 は 、と か く 組 織 や 人 材 に 意 識 を

向 け た 一 年 と な っ た 。  

お か げ で 、同 じ 想 い を 持 っ た 同 志（ 職 員 ）が 、実 は 私 た ち（ チ ー ム ）以 外

に も い る の だ と い う こ と 、そ の 同 志 も ま た 、同 じ よ う に 考 え を め ぐ ら せ て い

た と い う 事 実 を 知 る こ と が で き た 。そ し て 、こ の 事 実 を 知 る こ と が で き た の

は 、人 材 マ ネ ジ メ ン ト 部 会 を 通 し て 学 ん だ「 対 話 」が あ っ た か ら だ と 思 っ て

い る 。  

部 会 で は 、「 立 ち 位 置 を 変 え る 」、「 価 値 前 提 で 考 え る 」、「 一 人 称 で 捉 え 語

る 」、「 ド ミ ナ ン ト ロ ジ ッ ク を 転 換 す る 」 と い う 気 づ き も 得 た 。  

私 た ち が 直 面 す る 課 題 が よ り 厳 し さ を 増 す 中 、地 域 の “あ り た い 姿 ”の た め

に 、 自 己 の 変 容 と 組 織 変 革 が 求 め ら れ て い る と い う 事 実 も 突 き つ け ら れ た 。 

こ れ か ら は 、今 ま で 以 上 に “我 が 事 ”と し て 、ひ た す ら に 考 え を め ぐ ら せ な

け れ ば な ら な い 。  

今 後 は 、部 会 を 通 し て 得 た 学 び や 気 づ き を 無 に 帰 す る こ と な く 、上 手 に 使

い な が ら 、 引 き 続 き 自 己 変 容 と 組 織 変 革 に 向 け た 研 究 に 取 り 組 ん で い き た

い 。  

佐 賀 市  経 済 部  商 業 振 興 課  係 ⾧ 《 渡 辺  恵 》  

 

こ の 研 究 会 を 通 じ 、本 当 に 多 く の 人 と 話 す 機 会 を 得 た 。庁 内 イ ン タ ビ ュ ー

で は 、４ ０ 年 近 く 前 の 市 役 所 の 様 子 か ら 、平 成 生 ま れ の キ ラ キ ラ な 目 を 通 し

た 現 在 の 状 況 ま で 、こ れ ま で 知 ら な か っ た 様 々 な 佐 賀 市 役 所 の 姿 を 見 る こ と

が で き た 。そ し て 、話 を し て く れ た 全 て の 人 が 、業 務 に 真 摯 に 取 り 組 み 、仕

事 や 組 織 等 に つ い て 自 分 な り の 課 題 や 改 善 点 を 持 っ て い た 。イ ン タ ビ ュ ー を

終 え た 後 、 佐 賀 市 役 所 に は 大 き な 成 ⾧ の 可 能 性 が あ る と ワ ク ワ ク し た 。  

し か し 、焦 点 を 人 か ら 組 織 に 変 え た と き 、見 え て く る 姿 は 必 ず し も 明 る い

も の で は な く 、職 場 と し て の 魅 力 が 薄 い と い う 印 象 も 、同 じ く 対 話 を 通 し て

感 じ る と こ ろ が あ っ た 。こ れ は 大 変 も っ た い な い こ と だ 。何 が 、ど こ で 職 員
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の 力 を 削 い で い る の だ ろ う か 。  

今 回 、私 た ち は「 組 織・人 材 」に 着 目 し 、検 討 を 行 っ た 。実 現 に 向 け て 引

き 続 き 取 り 組 ん で い く こ と に な る が 、自 分 個 人 と し て も 、こ の 疑 問 を ず っ と

持 ち 続 け 、「 自 分 自 身 が 誰 か の や る 気 を 損 ね て い な い か ど う か 」 問 い 続 け て

い き た い と 思 う 。  

最 後 に 、メ ン バ ー の 二 人 に 心 か ら 感 謝 を 伝 え た い 。助 け て も ら っ て ば か り

の １ 年 に な っ て し ま っ た 。ま た 、対 話 や 検 討 は も ち ろ ん 、雑 談 等 か ら も 、二

人 か ら は 本 当 に 多 く の こ と を 学 ば せ て も ら っ た 。こ う い う 形 で 一 緒 に や る 機

会 を 得 ら れ た こ と は と て も 幸 運 だ っ た 。  

佐 賀 市  経 済 部  商 業 振 興 課  主 任 《 舩 山  欣 寿 》  

 

 今 回 参 加 し た『 人 材 マ ネ ジ メ ン ト 部 会 』に お い て 、私 が 最 も「 貴 重 」で あ

っ た こ と 、 そ れ は チ ー ム ３ 人 で の 活 動 で あ る 。  

当 然 、部 会 に お け る 幹 事 団 や 他 団 体 の マ ネ 友 と の 対 話 、庁 内 に お け る 多 様

な 職 員 と の 対 話 も 、こ の 部 会 に 参 加 し な い と 経 験 で き な か っ た 貴 重 な 時 間 で

あ っ た 。た だ 、そ れ ら 以 上 に チ ー ム 内 に お け る 対 話 や 行 動 は 自 身 に と っ て 有

意 義 な も の で あ っ た 。  

今 年 度 の チ ー ム 構 成 と し て 、 私 が 「 主 任 」、 ２ 人 が 「 係 ⾧ 」 と い う 立 場 で

あ っ た 。こ う し た 立 場 の 違 い か ら 、部 会 が 大 切 に す る キ ー ワ ー ド の 一 つ「 立

ち 位 置 を 変 え る 」と い う こ と を 身 近 な も の と し て 経 験 で き た 。２ 人 の 経 験 や

考 え 方 に 直 接 的 に 触 れ る こ と が で き 、２ 人 の 立 場 か ら 考 え る 機 会 を 得 る こ と

が で き た の で あ る 。  

こ の １ 年 間 を 振 り 返 っ た 場 合 、年 度 当 初 と 現 在 と で は 職 場 内 に お け る 自 分

の “ア ク シ ョ ン ”に 変 化 が あ っ た と 感 じ る 。こ れ ま で は 、一 人 の 係 員 と し て 立

場 か ら の み 考 え て い た 時 間 を 、少 し だ け「 立 ち 位 置 」を 変 え る こ と を 意 識 す

る よ う に な っ た 。そ し て 、そ こ で 感 じ た こ と を 職 場（ 他 の 係 員 ）へ 還 元 す る

こ と に 努 め た 。  

私 た ち が 策 定 し た ア ク シ ョ ン プ ラ ン の タ ー ゲ ッ ト で あ る 「 プ レ 監 督 職 」、

私 自 身 は「 プ レ ×２ 監 督 職 」に 当 た る 。ま さ に ア ク シ ョ ン プ ラ ン は 自 分 事 と

し て 捉 え る こ と が で き 、 ま た 捉 え る べ き も の で あ る だ ろ う 。「 プ レ 」 の 期 間

真 っ 最 中 で あ る（ だ ろ う ）こ と を 意 識 し な が ら 、ア ク シ ョ ン プ ラ ン の 具 体 化

に つ い て 、「 一 人 称 で 捉 え 」 な が ら 取 組 ん で い き た い 。  

 

 


